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1. 神奈川歯科大学の基本情報（概要）



• 1910（明治43）年 東京女子歯科医学校として文部省の認可（東京神田猿楽町）

• 1922 (大正11）年 東京女子歯科医学専門学校へと昇格

• 1934 (昭和9 ) 年 日本女子歯科医学専門学校へと改称

• 1947 (昭和22) 年 GHQの専門学校廃止命令による学生募集停止

• 1950 (昭和25) 年 日本女子歯科厚生学校として再興

• 1952 (昭和27) 年 日本女子衛生短期大学を開学

• 1954 (昭和29) 年 日本女子歯科厚生学校を日本女子衛生短期大学に統合

• 1963 (昭和38) 年 神奈川歯科大学として神奈川県横須賀市に移設

• 1975 (昭和50) 年 神奈川歯科大学大学院を開設

• 2002 (平成14) 年 横浜研修センター横浜クリニックを開設

• 2013 (平成25) 年 湘南短期大学を神奈川歯科大学短期大学へと改称

開設者：大久保潜龍

学校法人神奈川歯科大学の沿革と概要 ＜創立115年＞

所在地
神奈川県横須賀市稲岡町８２番地

設置研究科・学部
【大学院研究科】 歯学研究科
【学部】 歯学部 短期大学部（看護学科 歯科衛生学科）

＜学生数・教職員数＞
学生数： 大学院学生：７０人、 歯学部学生：６９０人、 短期大学部学生：３６９人
教員数： ２９２人 職員数： ２８２人

＊２０２５年５月１日時点

昭和10年：日本女子歯科医学専門学校

昭和38年：現在の横須賀キャンパスへ移転



建学の精神
全てのものに対する慈しみの心と生命を大切にする愛の精神の実践

教育理念
歯科医師としての熟練と人間としての優しさを身につけるために、学を学び、技を習
い、人を識る愛の教育

教育目的
教育基本法の精神に基づき、高き人格と豊かな見識を養い、かつ歯科医学に関する
高度の学術理論及び技術を教授・研究し、有能な歯科医師を育成することを目的とし、
もって文化の向上と社会福祉の増進に貢献することを使命とする。



1号館（実習棟）

2号館（講義棟）

キャンパスセンター

附属病院

学校法人神奈川歯科大学の主な施設 （メインキャンパス：神奈川県横須賀市）



学校法人神奈川歯科大学の主な施設（サテライト施設）

東京歯科衛生専門学校
横浜研修センター
横浜クリニック

羽田空港第３ターミナル歯科

羽田空港第１ターミナル歯科

歯科・健脳クリニック日本橋



2. 本学の内部質保証システム



2013年～2017年
の教育改革
（第１期改革期）

2019－2020
第２期改革期
（加速期）

2021－2024
第３期改革期（成⾧期）

2025－2028
第４期改革期（充実期）

2019.....2020.......2021......2022......2023.......2024........2025........2026.........2027.........2028   

KDU2028計画７本の柱およびマイルストーン
１.教育

①建学の精神に基づく4ポリシー適正化と達成

②国家試験新卒合格率80％前後の維持

③各学年における留年休学率20％前後への平均化

④最低年限国家試験合格率50％の達成

（休学者には兵役・語学学修等による休学を含む)

２.研究

①日本随一の特定研究テーマの創造

②10年後、20年後に活躍できる人材の育成

３.臨床

①医歯学連携の強化

②歯科2次・3次医療機関としての体制整備

③TDH臨床研修施設のさらなる充実と東京芝浦に
新たなサテライトクリニックの設立

④スマート・デンティストリーの推進によるイ
ノベーションへの挑戦

４.管理・運営

①長期財務計画に基づく中期的財務計画の策定

②インフラストラクチャーの整備と目標年の設定

③本学の永続的かつ安定した運営

５.地域・社会・国際連携

①地域貢献の推進

②官産学協力関係の確立

③大学連携の促進

④同窓会援助と海外支部の発足

６.内部質保証

①内部質保証システムの合理化

②内部質保証の取り組み

③自己点検・評価報告書の確認

７.短期大学部
①初年度教育強化
②持続可能な教員組織構築
③教員の意識改革推進
④国家試験の高い合格率維持
⑤卒業後の就職、進学を含む包括
的ケアを大学と同窓会が一体と
なって推進する。

⑥教員の教育力充実と臨床に訴求力のある研究を進める。
⑦全教員一丸となり両学科の組織力の充実を目指す。
⑧コアとなる教員の育成により教育レベルの安定維持を図る。
⑨次代の指導者養成を行う。
⑩3年制という短期大学の特徴を維持する。
⑪高い教育力から実現するアウトカム（国試合格率）によっ
て選ばれる短期大学を目指す。



 2017年 第2期機関別認証評価受審（大学基準協会）

指摘事項：
• 規程に基づき自己点検評価を行う体制を設けているが、自己点検・評価の実施は定期的

ではないこと。
• 自己点検評価の結果を改善につなげる全学的な体制が十分に確立していないこと。
• 自己点検評価を定期的に実施し、その結果により得られた課題を改善・改革へとつなげ

る体制を構築し、適切に機能させること。

対応：
• 2017（平成29）年度以降、毎年度、自己点検評価報告書を作成し公表
• 2018（平成30）年度からは、外部評価委員会を設置して自己点検評価に対する第三者評

価を実施
• 2020（令和2）年度からは、自己点検評価委員会とは別組織として内部質保証委員会を設

置し、自己点検・評価活動の妥当性を監督するとともに、その結果をフィードバックして改
善に努めている。

内部質保証体制の整備

内部質保証の強化



神奈川歯科大学の特色

 内部質保証の仕組み・機能に向けた工夫

 学部・研究科レベルの質保証に向けた取り組み

 「KDU2028計画」に基づく事業計画・事業報告を通じた点検・評価
 「外部評価委員会」による評価、その結果を参考にした改善・向上
 「内部質保証委員会」による全学的な評価及びその結果に基づく改善・向上

 「教育企画部」が主体となって実施する教育課程の適切性の点検・評価
 「教学IR室」が蓄積したデータを活用しての点検・評価
 「教育委員会」での審議、教授会での審議を経て取り組む改善・向上
FDの機会を通じた教員からの意見収集

 2024年 第3期機関別認証評価結果で長所として取り上げられた点



内部質保証・自己点検の特徴

学長

外部評価委員会

教育理念の実現に向けて、教育研究活動を統括し、内部質保証を全学的に推進する
体制を整え、各組織の活動を促進する。

自己点検評価に対し、第三者的視点から客観的な評価・意見を行う。

自己点検評価委員会

中長期計画に基づいて自己点検・評価を行い、PDCAサイクルを推進する。外部評価
も取り入れ、改善が必要な点については改善方策を含めて報告し、改善計画立案の
ための資料を提供する。

内部質保証委員会

全学的な内部質保証体制の整備を担い、自己点検評価の改善提言とPDCAサイクル
の推進を監視する。



学生募集 社会連携・貢献教育研究組織・環境・運営・財務
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1.理念・目的 4.教育課程・学修成果 7.学生支援 5.学生の受入れ 9.社会連携・貢献

2.内部質保証

募集広報部募集広報部
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臨床系
教授連絡会
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ＦⅮ・ＳＤ委員会ＦⅮ・ＳＤ委員会

内部質保証体系図（全般）

山本副学⾧

槻木副学⾧ 二瓶副学⾧



教育委員会
入試委員会
大学院運営委員会
学生支援委員会
社会連携・社会貢献委員会

学 ⾧

必要な案件については事案に応じ、教授会・
大学院教授会・法人運営協議会・理事会等へ

附属病院・横浜クリニック
図書館
大学院教育研究部・教育企画部
教学部
総務部総務課・人事課・財務課

副学長
附属病院病院長・総医局長
横浜クリニック院長
教学部長
法人局長

内部質保証委員会

組織検討委員会

改革推進委員会

各種委員会

自己点検評価委員会

外部評価委員会

内部質保証の手続き



学⾧学⾧

法人運営協議会法人運営協議会

教育委員会教育委員会 教育企画部教育企画部

大学レベル

プログラムレベル

授業科目レベル

建学の精神
教育の理念
中期計画
年度計画
教学関連予算計画
施設整備計画
組織人事計画

３ポリシーの作成
CPに基づく

カリキュラム作成

・学修目標の設定
・学修方略・評価の設定
・シラバス作成

P

計画の実施

D

年度事業報告
各種事業計画達成度評価
自己点検評価

各科目GP評価
学年GPA
総合的試験成績
留年・休退学・除籍率
修業年限卒業率・国試合格率
学修時間等生活調査
成⾧実感・満足度
卒業生調査
卒業生に対する調査
授業評価の組織的分析

・各種試験成績
・期末授業評価結果
・GP評価
・日々の授業評価結果

C

建学の精神の点検
教育理念の点検
各種計画の見直し

アセスメントプランに
基づく評価

経年的評価に基づく
3ポリシー点検

授業科目・内容の見直し
教育方法等の改善

・授業成果の改善
・学生満足度の改善

A

カリキュラムの
運営・支援

学生

・シラバスに基づく授業の実施

・評価の実施

・補完的履修指導
・オフィスアワー
・学修支援
・生活指導

試験
アンケート等

教員教員

大学院運営委員会大学院運営委員会

学修支援委員会学修支援委員会

教学部・教学IR室・大学院教育研究部
・附属病院・クリニック

教学部・教学IR室・大学院教育研究部
・附属病院・クリニック

FDSD委員会FDSD委員会

教授会教授会 大学院教授会大学院教授会

臨床実習
委員会

臨床実習
委員会

内部質保証体制（教育）



学修評価のフロー

２．授業科目レベル

日々の授業評価結果

評価に基づく改善

期末の授業評価結果
科目ＧＰ等

改善計画提出

コース責任者による点検・改善計画

次年度授業への反映

１．プログラムレベル

各科目ＧＰ
ＧＰＡ

総合的な試験成績
留年・休学・退学率

学修時間
成長実感・満足度

科目責任者への年度末フィードバック・授業改善

教育企画部によるカリキュラム点検・改善計画

次年度授業への反映

授業科目・教育手法等の改善経年変化集計・評価

ＣＰ・ＤＰ等の見直し

各種アンケート調査、定期的ヒアリング調査

コースとは
・固有科目系
・歯科咬合医療系
・社会と歯科医療系
・生命科学口腔病態系

内部質保証体制（教育）



その他、責任体系のPDCAサイクル



3. 本学の特色のある取り組み事例



神奈川歯科大学の特色ある教育
およびその質保証

① 「５ Stage制」の導入

② １～３年次の成績優秀者を対象とした「自己探求学」

③ 留学生対象の歯科医師に必要な語学力向上を目指す科目

④ 歯学部教育の質保証の取り組み



① 「５ Stage制」の導入

１年をおよそ７週ごとの５ Stageに分割し、
短期間に少ない科目を集中的に学ぶカリキュラム構成



３年次の場合
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少ない科目（３科目程度）を短期間で集中的に学ぶ学修形態

4月～5月下旬 6月～7月中旬 9月～10月中旬 10月下旬～12月中旬 1月上旬～2月中旬



５ Stage制のメリット

学生側

• 同時並行の負担が減り、各科目に集中

しやすい

• 忙しいカリキュラムでも、目の前の課題

に集中できる点で心理的負担が軽減

• 科目の数が限られることで、各ステージ

ごとの学修目標がわかりやすく、理解が

深まりやすい

教員側

• 限られた期間・科目数に対して対応すれ

ばよいため、フィードバックや面談を丁寧

に行える

• 各ステージごとに評価が行われるため、

学修到達度やつまづきを早い段階で把

握可能



学生側

• 試験が毎ステージで実施されるため、

常に試験勉強に追われる可能性が

ある

• 短期集中型であるため、欠席が学修

進度に与える影響が顕著になりやす

い

教員側

• 特定のステージに授業が集中してい

るため、教員のスケジュールが一定

の期間に限って過密になりやすい。

５ Stage制のデメリット



② １～３年次の成績優秀者を対象とした「自己探求学」

• Stage V「自己探求学」では、Stage I ～ IVの内容を振り返る

授業が実施される。

• この振り返り授業は、年度末の総合試験や臨床実習前の共

用試験に対応した内容となっており、これまでの学びを体系

的に整理・再確認することを目的としている。

• 一方で、Stage I ～ IVにおいて成績や学修態度が優秀であ

ると認められた学生は、この期間を、自らの視野をさらに広

げるための機会として活用することができる。

• 多様な価値観をもつ人々との出会いを通じて、自己成長や

将来像の明確化につなげていくことを目指している。





対象となる学生

• Stage IVまでのGPA3.5以上

• Stage IVまでに不合格科目がないこと

• 再追試験がないこと

• 多欠席がないこと

• 補完未修了科目がないこと

過去のデータから、確実にストレートで歯科医師国家試験に合格できる学生層

上記を満たし、活動を希望する学生は、あらかじめ申請書および活動計画書を提出し、承認を
得る必要がある。活動終了後には、活動終了報告書を提出し、評価を受ける。



「自己探求学」導入の背景

• 従来、成績不良者に対しては、学修支援室の活用、チューター制度、頻

回な担任面談、特別補講の実施など、手厚いサポートが提供されている。

• 一方で、成績上位者に対するインセンティブは、学年上位３名を対象とし

た特待生制度のみに限られていた。

• こうした中、特待生には届かないものの学業成績が優秀な学生に対して

も、学修意欲をさらに高めるための方策として、本制度を導入した。

• 「自己探求学」の名称は、学生からの公募によって決定された。



自己探求学の活動事例
ー他学部連携によるビジネス演習ー

ビジネス演習を通じて、「利益の追求だけでなく、常に患者を第一に考える姿勢の重要性」を再認識した。



③ 留学生対象の歯科医師に必要な語学力向上を目指す科目

• 神奈川歯科大学では、文部科学省の

キャンパスアジア構想に基づき、外国人

留学生を対象とした入学試験を、韓国で

2011年度から、台湾で2013年度から実施

している。

• 2016年以降、127名の外国人学生が神奈

川歯科大学を卒業し、日本の歯科医師

免許を取得している。





韓国・仁川 治癒歯科
院長 李 建五（2017年卒）

神奈川歯科大学羽田空港第３ターミナル歯科
院長 佐藤 イテヒョン（2018年卒）

歯学教育国際化の目的

異文化交流を通してグローバル時代に対応できる

国際的医療人の育成

神奈川歯科大学同窓会 韓国支部



神奈川歯科大学の外国人学生数
2025.05.01現在

外国人学生比率：18.1％

合計その他中国台湾韓国学生数学年

3586211271年生

20カナダ１856842年生

24アメリカ１8871223年生

7モンゴル１2221244年生

2111191075年生

180810126６年生

1253274055690合計



語学力向上のみならず、学修成果の向上を目的として

日本人学生と外国人学生がお互いに支え合いながら学べる環境づくり

学生の双方向交流の促進



内容進級判定基準Stage科目

読む、書く、聞く、話す
N2対策日本語能力試験JLPT-N2StageⅠ～Ⅳ歯学のための日本語Ⅰ１年生

読む、書く、聞く、話す
オンラインにて日本語口頭運用能力テストOPI（外部）を受験
全員N1受験を目指す

StageⅠ歯学のための日本語Ⅱ２年生

読む、書く、聞く、話す
2年次のN1不合格者は、StageⅠ～ⅢにてN1対策の補講N1（2026年度３年生から実施）StageⅡ歯学のための日本語Ⅲ３年生

聞く、話す（やりとり）、話す（表現）
独自に構築した歯科医療特化型OPI形式で評価StageⅢ医療コミュニケーション

のための日本語４年生

診療参加型臨床実習５年生

• 歯科医師として必要な日本語能力を身に着ける。

• 「人と関わる」「社会に通ずる」日本語能力を身に着ける。

• 継続して取り組める日本語学習の習慣をつける。

1～４年次にわたって段階的な評価基準を設ける。

「歯学のための日本語」（１～３年次：外国人学生必修科目）



「医療コミュニケーションのための日本語」（４年次：外国人学生必修科目）

授業評価アンケート

プロソディーグラフ

• 日本語で患者や医療スタッフと良好かつ円滑なコミュニケーションを図ること

ができる。

• 独自に構築した歯科医療特化型OPI形式で評価



日本人学生を対象とした「中国語入門」「韓国語入門」（１年次：自由科目）

中国語入門

韓国語入門

途中から合流

双方向交流

（月曜日 ２時限目）

（木曜日 4時限目）

（月曜日 ２時限目） （木曜日 4時限目）

歯学のための日本語Ⅰ

日本人希望者

日本人希望者

外国人学生



④ 歯学部教育の質保証の取り組み

Plan

（計画）

Do

（実行）

Check

（評価）

Act

（改善）

教育企画部
・教育計画の立案、シラバス大枠作成、シ
ラバス修正
・教育に関する各種アンケートの立案
・教材コンテンツの立案

教学IR
・ LMSの基本設計

全学系教員
・シラバスの詳細案作成

教育企画部・教学部
・教育環境の構築

全学系教員
・シラバスに基づく授業実施
・教科書の決定と販売に関する調整

教学部
・授業評価アンケートの実施・集計
・教育に関する各種アンケートの実施・集計

・教学事務の運用

教学部
・成績の集計

教育企画部
・授業内容のチェック

教学IR
・授業評価・各種成績データの分析
・教育に関する各種アンケートの分析

教育企画部・教学部
・教育環境の改善

全学系教員
・教育内容の改善

教育企画部
・改善計画の立案
・授業科目・内容の見直し、提言

学修支援室、学年主任
・学生からの情報収集

ＰＤＣＡサイクル上の役割分担



１．卒業時アンケート

２．授業評価アンケート

３．事案ごとの学年アンケート

４．学生参画による教育企画部による聴き取り

７．教育企画部ミーティング（スタンスペーパー作成）

８．教学部等との合同ミーティング

９．教育委員会報告・審議

１０．教授会報告・審議

５．コース責任者によるカリキュラム把握

６．担当者間での調整、改善提案（PDCA）

学生

教員

体制

歯学部教育における課題の抽出、改善策の策定、および合意形成



4. 今後の展望

「かもめのケイディくん」



内部質保証活動に係る今後の展望

 全学的PDCAをさらに明示化して周知に努めるとともに、重要な
根拠資料の集積を推進する。

 内部質保証委員会活動のさらなる充実化に努めるとともに、自
己点検・評価結果における問題点が端的に把握できるようにし、
次の計画に着実に反映できるよう改善する。

 KDU2028計画の進展状況の確認と、進展状況に合わせて、適
宜、計画の修正を実施する。


